
 

 

教科等研究会（小学校体育部会） 

令和４年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 

期日 人数 場所 期日 場所 授業者 期日 場所 授業者 期日 場所 授業者 

６月７日 ４１人 広安小 10月 25日 飯野小 宮本宗樂 11月 25日 高木小 永嶺良汰 １月 26日 甲佐小 石坂栞大 

            

３ 研究の概要 

（１）研究の内容 

  ① 研究テーマ設定の理由 

    小学校は、令和２年度より新学習指導要領が完全実施となり、その中で小学校の体育は、体育や保健の見

方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯

にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することを

目指している。この目標を達成するために、知識や技能を身に付けることを中心とした学習だけでなく、仲

間とかかわり合いながら、児童一人ひとりが運動の楽しさに触れ、生き生きと学習に取り組む体育学習を

目指して本研究テーマを設定した。また、児童の実態を把握し、運動が苦手な児童の不安に寄り添いなが

ら、すべての児童が楽しく参加したり、関わり合いを活発にしたりする手立てを中心に研究を進めること

にした。 

  ② 研究の実際 

   ア 研究授業 ４年「パッとパスしてゴールを目指そう‼」（ボール運動）  

授業者 宮本宗樂 教諭（飯野小学校） 

      本学級は、体を動かすことが好きな児童が多いが、運動の技術面に対して苦手意識を感じている児

童や運動が嫌いだと感じている児童が数名いる。また、勝つことにこだわり過ぎるために自己中心的

に活動するところやチームとして動くことが希薄なところもある。そこで、「ゴール型ゲームの行い方

を理解し、チームで作戦を立て、協力して運動することの楽しさを感じながらゲームをしたり、友達を

ほめたり、励ましたりしながら進んでボール運動に取り組む児童」を単元のゴールの姿と定め、グルー

プ活動による学び合いを中心に学習を進めた。 

   イ 研究授業 ３年「ジャンプボックス攻略 クラスの宝を探せ！」（跳び箱運動）  

授業者 永嶺良汰 教諭（高木小学校） 

    本学級は、全員が体育の学習が好きであるが、跳び箱運動に対しては、恐怖心や技能面から苦手意

識を感じている児童が数名いる。また、自分のことで精一杯で、「自分さえ楽しければよい」など、

仲間意識が低いところがある。さらに、自分の思いを言葉にすることが苦手な児童もいる。そこで、

跳び箱運動を通して、自分の課題を克服するために、チームで課題を共有しながら、児童の関わり合

いの場を意図的に設定していった。単元の終末には「仲間へのありがとうの会」をすることで仲間づ

くりをねらって学習を進めていった。 

   ウ 研究授業 ６年「オリジナル工夫で体力アップ」（体の動きを高める運動） 

授業者 石坂栞大 教諭（甲佐小学校） 

      本学級は、ペアやグループでは活発に話し合いを行うことができるが、自分に自信がない児童が多

く、意見を全体に発表したり、人前に立ったりすることを苦手としている。また、男子の方がスポー

ツクラブに所属している児童が多く、運動に対する意欲に男女差が見られる。そこで、児童が自己の

体の状態や体力に目を向け、自らの課題を持ち、いろいろな場を選択できるようにした。さらに、そ

の中で自分たちに合わせた工夫を加えることで、運動の楽しさや喜びを味わいながら、主体的に体力

の向上が行えるようにして学習が進められた。 

『児童一人ひとりがかかわり合い、運動の楽しさや喜びを味わう体育学習』 
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（２）成果と課題 

  ① 成果 

   ○ 今年度は、コロナウイルス感染防止対策をしながら、例年通りの３本の授業研究会を行うことができ

たのがよかった。若手の先生方が意欲的に授業づくりに取り組んでいる姿にたくさんの刺激をもらうこ

とができた。 

   ○ 事前研にも全員の参加は見込めなかったが、協力できる先生方が集まり、一緒に体育の授業づくりを

行うことができたのがよかった。 

   ○ 授業者はもちろん、会場校や地区理事を中心に、その地区の先生方で協力して、授業研究会の運営する

ことができたのが大きな成果だった。 

  ② 課題 

   ○ ねらいを明確にし、焦点化した場の設定を考えていく必要があり、そのためには教師自身が児童の実

態をしっかりと見取ることが大切である。 

   ○ どの領域においても、有効な ICTの活用方法について、今後も検討していく必要がある。 

４ 実践事例  ３年ジャンプボックス攻略 クラスの宝を探せ！」（跳び箱運動）  

授業者 永嶺良汰 教諭（高木小学校） 

（１）授業の概要 

  【自評】 

   ○ 「自分の課題に応じた練習の場を選び、チームで工夫して練習することができる。」をねらいとして、

本時を進めたが、達成率は７０％程度であった。１つでも多くの場ができるようにと、児童一人一人がこ

れまでの学習を振り返り、本時のめあてを掲げ、その課題解決に向けて、楽しく安全にチーム学習できた

ように感じる。その中でも、今日はチームの中で困り感を抱える児童に寄り添うレベルアップタイムに

力を入れた。児童が、開脚跳びの「体重移動をする場」で、仲間の言葉掛けや補助を受けながら、あと一

息で跳び越えることができたと学習を振り返ることができていた。また、児童が、「チームの友達に感謝

する思い」や「もう少し時間があればできたかもしれない」と、次時に繋がる思いを口にしていたが、こ

れらの気付きや思いは、授業内で、その子に対して手立てが施されず、教師の見取りが不十分であったこ

とによるものと考えられる。 

  【質疑応答等】 

   Ｑ１：開脚跳び・台上前転の場づくりの意図やねらいは？ 

    Ａ：「開脚跳び」は、着手からの動きに特化して、手を付いて重心移動する場を設定した。「台上前転」

では、恐怖心を抱える児童への配慮として、１０ｃｍの高さの台から台の上で回ることに目的とし

た練習の場を設定し、スモールステップに沿った場づくりを行った。 

   Ｑ２：目標やめあてにあるグループの工夫として、どんな工夫がなされていたか？ 

    Ａ：「絶対にできるよ」など仲間がホッとするようなリアクションや仲間のめあてに沿った言葉かけ、

手で叩くリズム感、発見ボードにまとめた合言葉、タブレットを置く位置や実際に見る視点を決め

るなどの工夫を各チーム取り入れていた。 

【グループ協議】 

    ・ 児童が、「やりたい！」と思えるような導入の工夫が大事である。 

    ・ 教師の肯定的な言葉掛けが素敵だった。 

・ スモールステップの場があってよかったが、児童が混んでいる場があり、教師が同じ場にいる時間が  

長いところがあったので、全体を見取れる位置を考えていく必要がある。 

・ 教師が支援できる時間と場の量の検討が必要である。 

・ たくさんの場があり、児童も意欲的に取り組んでいたが、場の数を絞ることも必要ではないか。 

・ 場に応じたポイントやコツを示す掲示板などがあるとよかったのではないか。 

  【助言・まとめ】 

    ○ 今日は、児童がいきいきと学習に取り組み、温かい雰囲気の中で授業が行われていた。 

技能習得のためにたくさんの場が準備されていたが、児童の実態を踏まえた単元のデザインからす

ると、台上前転の触りの部分だけでも、早めに体験させておいてもよいのではないかと思われる。学習

において、児童の内発的動機付けは、必要不可欠であり、児童が主体的に運動するような仕掛けを今後

も大切にしてほしいと思う。明日からの授業にぜひ生かしていただきたい。
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①
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①
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③
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②
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②
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③
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③
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④
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本
時
の
学
習
（

 ７
／
８

 時
間
目
）

 
（
１
）
目
標

 自
分
の
課
題
に
応
じ
た
練
習
の
場
を
選
び
、グ
ル
ー
プ
で
工
夫
し
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
思
・
判
・
表
）

（
２
）
展
開

過
 
 程

 
時

 
 間

 
学
習
活
動

 
（
◇
予
想
さ
れ
る
児
童
の
発
言
）

指
導
上
の
留
意
事
項

 
（
学
習
活
動
の
目
的
・意
図
・内
容
、
方
法
等
）

 
備

 
考

 

導
 
 入

 
1

0
分

 
１

 準
備
運
動
、あ
い
さ
つ
、ス
イ
ッ
チ
オ
ン
タ
イ
ム

 
◇
さ
あ

 今
日
も
が
ん
ば
る
ぞ
！ 
◇
安
全
に
運
動
を
楽
し
む
ぞ
！

２
 本
時
の
め
あ
て
と
学
習
の
流
れ
を
確
認
す
る
。 

◇
自
分
の
決
め
た
め
あ
て
に
向
け
て
、チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
。

 

３
 場
づ
く
り
を
す
る
。 

◇
み
ん
な
で
協
力
し
て
、安
全
な
場
を
作
る
よ
。

〇
全
員
で
分
担
し
、協
力
し
て
素
早
く
行
え
る
と
と
も
に
、場
の
安
全
を
確
認
す
る
。 

○
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
タ
イ
ム
で
、
主
運
動
に
つ
な
が
る
動
き
や
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
活
動
を
取
り
入
れ
、

楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う
に
声
掛
け
す
る
。

○
個
人
が
掲
げ
る
め
あ
て
を
チ
ー
ム
内
で
伝
え
合
い
、本
時
の
学
習
へ
の
意
識
化
を
図
る
。

〇
学
習
の
流
れ
を
提
示
し
、児
童
が
本
時
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
安
全
に
気
を
付
け
、き
ま
り
や
順
番
を
守
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
す
る
。

単
元
計
画
表

 

と
び
箱
・
マ
ッ

ト
な
ど

ホ
ワ
イ
ト
カ
ー

ド

展
 
 開

 
７
分

 

４
分

 

1
8
分

 

４
 課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
。 

（
1
）
技
み
が
き
タ
イ
ム

(で
き
る
こ
と
を
さ
ら
に
伸
ば
す
時
間

) 
◇
馬
乗
り
ゾ
ー
ン
で
前
よ
り
少
な
い
回
数
で
移
動
で
き
た
。

◇
線
か
ら
は
み
出
さ
ず
に
台
上
前
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
全
体
で
共
有
す
る
。

◇
「
ド
ン
・パ
ン
ッ
」
ま
で
上
手
く
い
っ
た
け
ど
、ピ
タ
ッ
と
着
地
が
上
手
く
い
か
ん
。

◇
頭
の
テ
ッ
ペ
ン
が
着
か
な
い
よ
う
に
台
上
前
転
し
な
き
ゃ
。

◇
マ
ッ
ト
運
動
で
学
習
し
た
前
転
の
コ
ツ
思
い
出
そ
う
。

(３
)レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム

(チ
ー
ム
の
課
題
を
克
服
す
る
時
間

)
◇
両
足
で
ド
ン
と
力
強
く
踏
み
切
る
こ
と
を
今
日
も
頑
張
ろ
う
！

◇
頭
よ
り
腰
が
高
い
位
置
に
あ
る
か
、〇
〇
さ
ん
見
て
！

  

○
一
人
一
人
の
頑
張
り
に
対
し
て
積
極
的
に
声
掛
け
を
行
い
、
児
童
の
活
動
を
認
め
、
褒
め
、
励

ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
上
手
く
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
や
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
こ
と
に
も

注
目
し
て
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。 

〇
全
体
共
有
で
は
、
子
ど
も
同
士
の
学
び
方
を
示
す
。
そ
の
中
で
、
見
る
側
の
視
点
を
与
え
た
り
、

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
活
動
と
結
び
付
け
た
り
す
る
時
間
に
す
る
。
 

〇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
で
は
、チ
ー
ム
学
習

(１
組
３
人

)を
行
い
、
そ
の
子
に
応
じ
た
練
習
の
場
を

選
び
、言
葉
掛
け
に
注
目
し
た
活
動
を
さ
せ
る
。 

  

〈
Ｂ
基
準
に
達
し
な
い
児
童
へ
の
手
立
て
〉

 
○
練
習
の
場
を
見
直
し
、
そ
の
児
童
に
と
っ
て
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
易
し
い
場
を
一
緒
に
選
び
、

取
り
組
ま
せ
る
。

発
見
ボ
ー
ド

 

補
助
具

 

タ
ブ
レ
ッ
ト

終
 
 末

 
６
分

 
５

 学
習
の
ま
と
め
を
行
う
。 

(1
)
振
り
返
り
を
行
う
。

(2
)
今
日
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
紹
介
を
行
う
。

(3
)
後
片
付
け
を
す
る
。

〇
本
時
の
振
り
返
り
は
、体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
行
い
、
教
室
に
帰
っ
て
か

ら
振
り
返
り
カ
ー
ド
に
記
述
す
る
よ
う
に
す
る
。 

○
ス
ー
パ
ー
マ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
良
さ
に
目
を
向
け
、次
時
へ
の
意
欲

付
け
を
行
う
。

○
安
全
に
気
を
つ
け
て
、役
割
を
明
確
に
し
て
後
片
付
け
を
さ
せ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド

【
め
あ
て
】
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
て
、
動
き
に
磨
き
を
か
け
よ
う
。

 

【
期
待
さ
れ
る
学
び
の
姿
】

 
自
分
や
仲
間
の
技
を
磨
く
た
め
に
、
互
い
に
協
力
し
、
技
の
課
題
解
決

に
向
け
て
、
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
が
で
き
る
児
童
の
姿
。

 

 
<
評
価
基
準

>
（
思
・
判
・
表
）

 
Ｂ
：
自
分
の
課
題
に
応
じ
た
練
習
の
場
を
選
び
、
グ
ル
ー
プ
で
工
夫
し
て
練
習
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（

観
察
・
発
話
）
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